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内容の要旨および審査の結果の要旨
霊長類の杯体における明順応の有無については未だ定説はない。本研究ではカニクイザルゥアカゲザル，
サバンナモンキーおよび夜行性のガーネットガラゴの４種のサルの杯体における明順応の有無を電気生理
学的に検討した。さらに視細胞外節の明順応に関与すると推定されるNa-Ca交換機構とＣａフィードバッ
ク（Ca2＋によるグアニル酸シクラーゼ活性の抑制）による光感度調節の有無についても検討し，以下の
成績を得た。
１．４種のサル杼体の矩形波光照射による光応答において，応答振幅が一過性の頂点を形成した後に低振
幅の平坦部へ漸減する現象が観察された。矩形波光応答の平坦部の振幅（fs）と矩形波光強度（1s）の
関係は，明順応の欠如を示す指数関数曲線より偏位し，より緩徐なｆｓ対Isの関係を示した。また背景
光下の増分フラッシュ光に対する感度は，背景光強度を強めると，ウェーバー･フェヒナーの関係に従っ
て低下した。
２ヶ暗時にサル杯体内にCa2+を充填した後に強刺激光を照射することによって全てのｃＧＭＰ感受性チャ
ネルを閉鎖させると，Na-Ca交換機構の活性による内向きの交換電流が観察された。実測された交換
電流の飽和値は約５ｐＡであり，複数の指数関数成分の和の時間経過をたどって減衰し，複数種の細胞
内Ca緩衝系の存在が示唆された。
３．単離されたサル粁体の細胞内Ｃａ2＋濃度を固定することによってCaフィードバックを抑えると，弱
刺激光に対するフラッシュ光応答の振幅は２～３倍に増大し，その頂点潜時は約２倍に延長し，サル杯
体においてもCaフィードバックが明順応現象に関与することが判明した。
４．Ｃａフィードバックによってのみ明順応現象が発現するとしたシミュレーションモデルに，実験結果
より得られた暗時のcGMP代謝率（約1.2sec~!）と細胞内Ca2十濃度が固定された状態での微弱フラッ
シュ光応答の解析より抽出された微弱フラッシュ光によって増大するホスホジエステラーゼ活性の時間
経過を代入すると，暗時のCaフィードバックが働かない条件下および生理的条件下での微弱フラッシュ
光応答を再構築することができた。さらに矩形波光応答のシミュレーションにおいても，実測結果にほ
ぼ近似した矩形波光応答平坦部の振幅と光強度の関係（fs対Isの関係）が導き出された。
本研究によって，霊長類杼体が明順応することのみならず，これまで殆ど解明されていなかった霊長類
杵体の光情報交換機構の諸性質が明らかとなった。またサル杵体においてもCaフィードバックが明順応
の主要な機構であることが判明した｡本研究は霊長類の杵体における明順応の存在を初めて実証したもの
であり，視覚生理学に寄与する労作と評価された。
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